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1．問題・目的













る面において低調であること、②PC に興味・関心を持ち、自由に利活用できる PC を所有し、
様々な目的や方法の利用・活用を経ることなどの要因が ICT 活用指導力の向上に結び付いて
いること、③ICT 活用指導力には、メールや表計算などの PC 使用形態や、HP 作成などのネ
ット仕様形態が影響していることを指摘している。この指摘を踏まえると、学生自身が日常的












れたい内容や計画として「新しく開発される支援機器の紹介」や「iPad や iPhone 等の活用」
のように最新の機器に関する回答があり、最新の機器を活用した ICT 活用に関する教育への
関心の高さがあると報告している。



















（1）タブレット端末（iPad mini : Apple）
（2）タブレット端末（VAIO Tap 11 SVT 11218 DJB）
特別支援教育専攻学生に対する ICT 活用能力向上を目指した授業の取り組み
― ４８ ―
（3）ノートパソコン（LIFEBOOK E 742/E : FUJITSU）
（4）超短焦点 DLP プロジェクター（PJ WX 4141 NI : RICOH）
（5）無線対応プレゼンテーション用機器（wivia 3：内田洋行）
（6）USB フラッシュドライブ（MF-HMU 2 : ELECOM）



















































できるよう ICT を活用した（Figure 4）。具体的には、タブレット端末（VAIO Tap 11）、超短
焦点型プロジェクター、ノートパソコンを使用した。超短焦点型プロジェクターはパソコン用
USB アダプタがあり、USB アダプタを取り付ければパソコンの画面をワイヤレスでプロジェ






























流に向けた ICT 活用の方法を教授した。複数台のタブレット端末（iPad mini）を学内無線
LAN に接続し、ビデオ通話ソフトウェアアプリケーション（Face Time : Apple）を用いた。
時間及び無線 LAN 環境の都合から、同じ施設の 1階と 5階の間で遠隔地交流演習を行った
Figure 5 特別支援教育指導法演習Ⅰにおけるミーティングの構造 1














あてはまる」の 4件法での回答を求めた。これらの特別支援教育における ICT 活用能力の自
己評価に関する 20項目について因子分析（最尤法、プロマックス回転）を行ったところ 4因
子を抽出した（Table 1）。4因子の累積寄与率は 59.87％であった。回転前の固有値は、第 1
因子 7.47、第 2因子 1.55、第 3因子 1.32、第 4因子 1.27であった。
第 1因子に負荷量の高い項目は、「ICT を活用することで子どもの表現を引き出すことがで
きる」「ICT を活用することで対人的な関心を高めることができる」「ICT を活用することで子

















Table 1 ICT 活用能力の自己評価尺度の因子分析（最尤法・プロマックス回転）結果：回転後のパター
ン行列































































































































が明らかとなった。なお、各因子の α 係数は .80以上であり、高い内的整合性が示されてい
る。
（1）-2 「ICT 活用に対する態度尺度」について
次に、「ICT 活用に対する態度尺度」では、「教育現場における ICT 活用に対するあなたの
態度や考えを 1～4から選択してお答えください」という質問に対して「1：全くあてはまらな
い」「2：やや当てはまらない」「3：やや当てはまる」「4：とても当てはまる」の 4件法での回
答を求めた。これらの教育現場における ICT 活用に対する態度に関する 15項目について因子
分析（最尤法、プロマックス回転）を行ったところ 2因子を抽出した（Table 2）。2因子の累
積寄与率は 57.34％であった。回転前の固有値は、第 1因子 5.21、第 2因子 2.45であった。
第 1因子に負荷量の高い項目は、「他校・他校種との交流学習等で ICT を活用することにつ
いて自分なりにイメージができる」「校内全体で ICT を活用することについて自分なりにイメ




Table 2 ICT 活用に対する態度尺度の因子分析（最尤法・プロマックス回転）結果：回転後のパターン行列
項目番号・項目内容 因子 1 因子 2 共通性



























































ない（反転項目）」など 4項目であった。したがって、この因子は ICT 活用時のマシントラブ
ルへの対処に対する態度を表す因子と解釈され、「マシントラブル対処への自己効力感」因子
と命名した。










Table 3 ICT を活用した子どもへの支援能力自己評価尺度得点の変化（対応のある t 検定）













































**p .＜0.01 *p .＜0.05
Table 4 ICT 活用に対する態度尺度得点の変化（対応のある t 検定）



































Figure 8 ICT 活用能力の自己評価尺度得点の変化



























































http : //www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/006/toushin/010102.htm（参照日 2015. 03. 16）
文部科学省（2010）：教育の情報化に関する手引き
http : //www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1259413.htm（参照日 2015. 03. 18）
文部科学省（2013）：教育振興基本計画





小林巌・中園正吾・金森克浩・島 治伸・三崎吉剛・丹羽 登（2012）：「特別支援教育における ICT
活用」に関する大学の授業の実態調査－特別支援教育教員養成課程等を対象として－ 日本教育工
学会論文誌、36（Suppl）、25-28
付 記
本研究は平成 26年度大阪大谷大学学長裁量経費による教育改革推進プロジェクトの補助を受けて実
施された。
特別支援教育専攻学生に対する ICT 活用能力向上を目指した授業の取り組み
― ６１ ―
